
。
一試
て‘案

氏
を
再
選
す
る
こ
と
匠

の
任
命
に
つ
い

け
る
。
竺
認
定
に
つ
い
て
備
え
る

ー

し

旧

管

理

[
令

[

設
~

の
助
威

久
保
田
詔
員

L
郎
2
町
3
中て

五
三
0
0
二
六

二
九
三
〇

l
 

O
i
――三

六
四

l-＝――

五
匹
口

二
五
五
五

・三、`

i

とと
こ
ろ

十
一
月
二
十
九
日

午
后
一
時

l
三
時

町
公
民
館

山中
2. 1．口 l.野 3. 2. 1. 

出議塵設町考学
稔員埃腔迅え校
ぎ 焼方危は給
に陥な食
つ個いを

に のい所か
つ 清てへ゜
い掃ガ

て中て躍定の て に l 
に見 ，，つ ド

つ透 いレ
いし て 1
てと Jレ
.... ..............ヽ・・←・ •. • • *．'` ,̀.. ．．．． 

食
セ
ン
タ
ー
の
場
所
を
中す
る
。

る
条
例

。

き

る

の
．
 

部

出
に
つ
い
て

0

以
上
、
ぷ
い
も
採
択
と
す
る
。

飩
情

ー

年
ふ
デ
月

つ
い
て

ー
て
2
地
域
を
守
る

3
土
地
請
願

そ五を拓昆

こ
心
例
会
は

一
日
、
二
十

審
査
を
行

い
い
て
、

て
助
会

一

、

肱

川

町

大

学

の

及

び

小

字

の

一

匹

つ

い

0

地

籟

詞

査

の

よ

り

大

和
川
、
山
鳥
扱
の
一
部
を
名

侭
枷
入
し
、
大
字
宇
印

11、

扱
の
一
部
小
字
を
廃
！
る

一
、
肱
川
町
老
人
医
療
費
vA

条

制
定

0

年
令
七
十
五
才
以
上
（
民

し
、
十
月
よ
り
医
療
邦
給

行
な
う
こ
と

A

な
る
。

屈

、

交

通

安

全

対

策

会

議

の

制

定

0

交

通

安

全

対

策

の

た

計

画

並

に

実

施

檄

関

と

し

て

け

る。

、
学
校
給
食
七
ン
タ
ー

改
。

匹
つ
い

，
 

と
こ
る

／

．

 

二

l
-

．

囮

0
五
．

一九――
-
i

二
三
二
―-

が

出

分

侭

し
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

S

O

 

カた
と
え
は
、
酎
件
の
投
査
が
不
充

分
で
あ
っ
た
り
、
事
実
の
判
断
を

誤
っ
た
り
な
ど
し
て
い
な
い
か

l
o
.

し
ま

の

仕

つ

い

て

、

す
べ
き
点
が
あ
れ
は
、

対
し
て
そ
の
点
を
指
摘
[

る
よ
う
申
し
入
れ
を
し
“

て
言
い
ま
す
と
、

ぇ
匹
一
般
国
民
の

制
度
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

裁
判
侭
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
な

●
っ
と
く
が
て
き
な
い
c

•
そ
う
い
う
方
は
、

2

入
り
し
な
い
で
、
大
叩

こ
相
諒
下
さ
い
。

費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

九
月

町

議 71ー，1ー
！
9

，

J

プ心

子
宮
が
公

と

き

＋

二
日
間

;f 
樹
し

-

巡

回

i

よ
る

．
祝
診
~
一
十と
す

？

付

対

性

冨

り

ま

す

の

て

、
J

十
一
時
ー
、
十
一
一
時
ぃ
澁
申
出
下
さ
い
。

~
但
し
、
昭
和
一

在
者
。

負
担
二
五

0
円
~

十
日
ま
~

こ

い

。

[

と

こ

る

町
中
央
地
区
の

他
の
地
区
で

て
い
な
い

と

き

十

一

月

十

六

日
一

と

月
一
日
生

し

f
l
l
 

4
 

n
 

＾
 
n2 

つ
の
仕
畢
を
し

分
の

の

匹寝

っ
て
い
る
方
は
い

が

0

る
こ
と
に
な
り
注
し
た
。

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

入
□）

こ
は
ど

D
よ
う
な

て
し
ょ
う
か
し

つ
し、

て

● ` 

ヽ

｀ 

旧

軍

人

す

る

息

粕

法

の

一

改

正

に

い

て



9月
P 、ヽ t'

(j_) でき ごと

9月5日 男子バレーボール大会肱川中学校

毛利代試士国会報告 公民鮨

郡分館長服員研修会 公民館

詔演会「国際通貨と円切上」 公民鮨

講師広島大小村先生

議会糀務委員会

詰会委員長会 ｝元公民館陥上

3種混合予防接種 正山小学校

農業委員会 役楊会語室

体育姿員会 公民館

妊婦検診 公民館

3程混合予防接種 公民館

大訓喜多地区消防操法大会大洲i市

第一分団出場第3位

84 6 秋季運転者詣習会肱川中学校

定例町諏会 役蝙会試圭

諮会総務委員会 ” 
試会産業姿員会

議会本会話 ” 

県有牛の測尺検査町内各地

民生委員会 公民館

迄 7テリヤ予防注射 中野小・肱川中学校
．．．．．．．．．．．．．．．．．會.................................. ...................... 
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[
最
近
、
椎
茸
の
生
産
が
急
に
伸
ひ
、

肱
川
町
に
於
て
も
、
主
幹
作
物
の
首
位

こ
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
将
-

＂
来
、
心
配
さ
れ
る
串
は
、
原
木
不
足
で
す
。

．
当
地
方
は
比
較
的
原
木
に
恵
ま
れ
て
い

こ
ま
す
が
、
県
内
外
を
側
わ
ず
、
郡
四
近
[

隣

Q
町
村
よ
り
＜
ぬ
ぎ
林
の
買
付
に
来
．

'

0

 

は、

i

て
い
ま
す

道
野
尾
部
落
の
岡
喜
直
郎
さ
ん

・
さ
き
に
亡
く
な
ら
れ
た
御
缶
堂
ョ
シ
ヲ
[
椎
茸
原
木
を
ぉ
持
ち
の
方
々
は
ヽ
出

さ
ん
匹
お
く
ら
れ
た
香
典
を
社
会
福
祉
来
る
だ
け
町
内
の
生
産
者
へ
誌
渡
し
て

＇

皐

業

の

た

め

に

役

立

て

て

下

さ

い

と

、

下

さ

い

。

一

、

貸

付

対

象

畢

業

（

林

業

関

係

）

・
金
五
千
円
也
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
尚
、
組
合

vc於
い
て
は
、
く
ぬ
き
林
．
素
材
、
批
茸
の
生
産
又
は
造
林
に
．

附

さ

れ

ま

し

た

。

．

の

保

存

生

産

の

た

め

、

学

童

を

通

じ

て

．

必

要

な

株

械

、

施

設

の

造

戚

又

は

・
協
議
会
で
は
、
こ
れ
を
基
金
に
訓
え
ど
ん
ぐ
り
の
集
荷
を
し
、
将
来
苗
木
の
[

9

取
得
。

五
芸
〖
福
祉
の
た
め
有
効
に
使
用
し
ヨ
シ
．
熊
賞
交
付
を
考
え
て
い
ま
す
の
て
御
協
．
二
、
貸
付
限
度
額

，
農
林
洵
経
営
者
（
組
合
員
）
二
百

i

ヲ
さ
ん
の
こ
遺
志
に
報
い
た
い
と
言
っ
．
力
下
さ
い
。
＜
ぬ
ぎ
林
忙
つ
い
て
は
、

；
て
い
る
0

;
造
林
は
も
ら
る
ん
、
芽
か
ぎ
、
下
刈
、
．
五
十
万
円
以
内
て
借
入
者
が
負
拍

す
る
額
の
八
割
相
当
額
し
~

．
施
肥
等
に
つ
い
て
補
助
命
が
交
付
さ
れ
・

三
、
貸
付
条
件

i

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＼
＜
ぬ
ぎ
林
は
、
今
や
貴
重
な
存
在
と

l
利
率
年
五
．

0
％
（
但
し
据
置
期
・

な
り
祖
し
た
。
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。
閻
中
は
年
四
•
五
％
）

.

2

償
遼
期
限

．
ニ
オ
五
年
以
内
（
う
ち
鋸
置
勘
間
．

八
ー
ギ
以
内
）

償
還
能
力

串
集
効
果
施
設
の
耐
用
年
数
を
勘
．

案
し
、
必
要
最
短
期
閾
と
す
る
。

ス
ギ
、

肱川 場木材柏場表

身’-＂ ＾ 9 _,.、9
長さ

4.0 m 
未口径

7 cm下
8 上

1 2 " 

1 6” 

3 0 " 
~. 

7 下

8 上

1 3” 
1 6 // 

7 下

8 上

1 6 " 

二
4 0 

伐
採
届
出
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
は
、
令
地
で
秋
祭
り
が
あ
．

り
、
涯
を
の
む
機
会
が
お
お
く
な
り
ま
．

。
す
涸

を

鍬

ん

で

車

を

運

転

し

、

単

故

を

，

＼

香

典

返

し

を

め

社
会
福
祉
事
業

起
し
て
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
一
家
が

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
状
態
と
な
る

こ

と

を

、

私

た

ち

は

他

人

ご

と

と

考

え

＂

へ

卑

口

附

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

泊
の
出
る
場
所
へ
に
絶
対
侭
車
に
乗
’

ら
な
い
よ
う
．
侭
注
意
し
ま
し
よ
う
。

す
す
ん
て
協
力
を
お
願

交
通
安
全
推
進
協
談
会
、
料
飲
組
合

な
ど
、
五
団
体
で
は
、
次
の
よ
う
な
注

意
書
き
を
店
や
串
業
所
に
は
っ
て
、
飲

酒
運
転
の
追
放
を
努
力
、
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

運
転
者
は
、

い
し
ま
す
。

[
塁
喜
夏
髯
賢
咳
言
喜
晨
言
言
謬
麟
二
言
ご
喜

過
疎
地
域

経
営
資
金
に
つ
い
て

乾しいたけ相場表

昭和46年 10月8日門
すぎひのきま三［その他

7 0 7 0 松バルプ材

5 5 I 5 6 I I 1,5 m,...., 2.1 m 
52j100 未口 6clll」こ

9 5 3 8 3 4 0 2 5円00銭

6211151 55 

5 5 I 5 5 

4 O I 4 O 

7 5 I 1 2 o 
7 o I 1 1 5 
2 6"'I 2 6 

20 I "20 

~2 5 I 2 5 
4 O I 4 o 
1 5 I 2 o 
85 11.45 

1mにつ昏 40 ~ 80 

本表は，肱川町内の自動車土場の価格です。 （丈当り）

故匹，運賃や市場手数料など差引いたものです。

4.2 m. ． 

3.0 m. 

3. 2 m, 

2.0 m. 

雑パルプ材

1.5m ~2.1 7n 

未口 6cm上

2 0円（） （）銭

松箱材
2.1切

未口 14cm上
30円～

38円

◇ 

県媒連椎茸共販売所匹於ける相場

1.入札の月日 846. 10. 6 

2.価格禍値 4,420円

中値 3, 1 2 3円

安値 1, 2 0 0円

3.概要

品柄は前回と変わらず，中小葉系の

足長バレ葉が多く，その後の産地発

生がなく｀品簿と商社の横這と思わ
れます。

品柄別

上セロ

並セロ

中肉足長

小バ系

焦子．ジャミ

3,8 o.o,.._ 4,500 
3,4 0 0 ~ 3, 8 0 0 
2,6 0 0......, 3,000 

1,5 0 0 ~2,0'J o 
1,000,.._ 1,500 

車
を
連
転
し
て
来
ら
れ
た
方
て
飲

涸
さ
れ
る
と
き
は
、
鍵
を
必
ら
ず

お
預
け
く
だ
さ
い
。

く
ぬ
ぎ
林
所
有
の

さ
ん
へ

願
い

飲
酒
運
転
を
や
め
よ
う

み

な

さ

ん

ヘ

県
税
自
動
車
税
第
二
期
分
の

納
期
限
は
、
十
一
月
一
日
で
す
。

早
め
に
最
寄
り
の
伊
予
銀
行
、

愛
媛
相
互
銀
行
、
郵
便
局
又
は

県
串
務
所
大
洲
出
張
所
え
納
付

し
て
下
さ
い
。

松
山
県
事
務
所
大
洲
出
張
所

次回市 10月17日， 10月27日です。

5日前位に出荷して下さい

椎

茸

の

厭

木

伐

採

に

つ

い

て

I 

椎
茸
の
原
木
の
伐
採
は
十
月
十
五
日
ゃ
ナ
ラ
を
次
に
切
っ
て
、
玉
切
り
は
す

．
よ
り
十
月
末
が
最
適
期
で
す
。
．
ぐ
に
は
し
な
い
て
、
大
き
な
原
木
北
向

元
切
り
し
て
葉
枯
す
る
た
め
に
今
す
ぐ
．
き
の
処
は
明
春
二
月
頃
行
な
う
方
が
水

実
行
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
北
向
き
、
蔭
抜
き
比
来
て
よ
い
。

：
ず
け
や
ク
ヌ
ギ
を
早
く
切
り
、
南
向
き
~



‘¥ 
ー

‘f

栗
の
縮
伐
と

伐

に

つ

い

て

ー

＼

ー

1
ヽ

ノ

は

を

植

付

け

す

る

場

合

、

一

た

い

も

の

で

あ

る

。

こ

の

、

強

度

〇
ア
ー
ル
当
り
七

O
l
-
C
い
）
本
、
そ
の
密
閉
園
で
は
、
い
き
な
り
思
い
切
っ

れ
以
上
の
密
植
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
間
伐
を
し
て
立
木
密
度
を
下
げ
る
と

こ
の
よ
う
な
密
植
栽
培
は
未
収
益
期
間
．
園
地
へ
の
日
照
が
急
激
に
増
加
す
る
こ

を
一
年
で
も
短
か
く
し
よ
う
と
し
て
考
．
と
に
な
り
、
日
焼
け
や
、
胴
枯
病
が
発

え
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
．
生
す
る
の
で
、
三
年
程
度
で
適
正
樹
間

こ
の
栽
培
方
法
と
同
じ
ょ
う
な
考
え
方
＂
と
左
る
よ
う
、
ま
ず
樹
冠
の
縮
伐
を
し
、

で
栽
培
し
て
い
た
の
で
は
大
含
な
失
敗
．
そ
の
後
に
間
伐
を
す
る
よ
う
に
し
て
く

を

ま

ね

く

こ

と

匹

な

る

。

●

だ

さ

い

。

．

栗
の
木
の
本
来
の
性
質
は
ひ
じ
ょ
う
に
・

陽
性
の
木
で
、
そ
の
枝
葉
全
面
に
日
照

が

当

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

密

植

度

盆

生

厨

ご

栽

図

ご

に

つ

い

が
進
ん
で
く
る
と
木
自
身
は
徒
長
繁
茂
．

し
て
外
観
は
た
い
へ
ん
よ
く
育
っ
た
栗

園

の

よ

う

に

見

ら

れ

る

が

、

栗

実

収

穫

料

K
g
-
K
q
K
g
K
g

田
J

5

0

0

0

3

0

3
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陀

は

不

適

状

態

の

圏

と

な

る

。

こ

の

こ

．

月

と

か

ら

計

画

性

を

も

っ

た

密

植

栽

培

を

・

施

1

1

号

り

素

安

お

こ

な

う

こ

と

が

大

切

で

あ

る

。

植

付

・

号

1

)

 

1

2
ー

け

の

時

か

ら

計

画

を

立

て

、

間

伐

樹

f

.
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名
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疇

11

累

永
久
樹
を
決
め
て
お
苔
、
永
久
樹
忙
対
．
伊

し

て

、

不

都

合

な

間

伐

樹

の

枝

は

、

主

瓢

料

技
と
か
亜
主
技
の
よ
う
な
大
切
な
枝
で
．
肥
門
燐
↑
燐

20

]
施
！

B
ー．そ

あ
っ
て
も
伐
採
す
る
。
そ
し
て
、
樹
冠
・
の

I
（
尿
（
尿
一
硝

と
樹
筋
と
の
間
に
は
常
に
互

0
セ
ン
チ
」
園
]

復

旬

程

度

の

空

間

が

あ

る

状

と

す

る

。

伐

栽

[

収

期

中

.
a
.
Lし

時
期
は
せ
ん
定
と
兼
ね
て
二
月
紀
行
左
」
K
"
0

、月

っ

て

も

よ

い

が

、

落

葉

し

た

時

点

で

は

・

時

，

9

i

ぃ

0

樹
間
の
密
閉
状
態
が
ハ
ッ
キ
リ
せ
ず
、
．

6
釦．

•
L

用

思
い
き
っ
て
伐
栽
し
た
よ
う
で
も
新
梢
」
問

が
出
て
み
る
と
伐
採
前
と
殴
と
ん
ど
変
~
年

っ
て
い
た
か
っ
た
と

5

う
こ
と
が
よ
く
~
霞

あ
る
の
す
る
で
陀
行
い
~

け
当
初
の
施
肥
匠
つ
い
て

初

は

江

る

迄

施

肥

を

し

/
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い

け
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◎

地

下

な
日
数
を
要
さ
れ
て
い
主
す
。
植

林
後
二
年
ぐ
ら
い
か
ら
「
＜
ず
か

す
ら
」
が
勢
力
を
上
げ
て
来
ま
す
。

そ
の
時
匠
わ
ず
か
な
経
費
と
簡
単

な
作
業
で
筏
ぽ
完
全
に
防
除
が
出

来
る
新
し
い
除
草
剤
が
発
売
忙
な

,
9
主
し
た
。
商
品
名
「
ケ
イ
ピ
ン
」

石
原
荏
業
の
製
品
で
す
。
本
剤
は

要
子
に
薬
が
ぬ
ら
れ
て
あ
り
、
く

ず
株
に
抑
込
み
処
理
し
走
す
。
＜

ず
の
局
所
施
用
す
る
こ
と
忙
よ
り

ク
．
ス
全
体
を
防
除
す
る
こ
と
が
出

来
さ
す
。
木
針
前
で
あ
り
、
持
運

び
忙
便
利
で
率
的
忙
作
業
を
進

め
る
こ
と
が
来
定
す
。

年

間

を

通

じ

処

理

出

来

主

す

が

冬
存
の
雑
訊
繁
茂
し
な
い
時
忙

使
用
が
楽
で
り
ま
す
。

一
本
九
円
で

0
ァ
ー
ル
に
当
り

―

―

―

れ

て

い

ま

す

。

虔．．．

あら訊汲ケィヒc
キりなだて＇＇六を

ロ

春

樹

（

三

月

下

合

は

五

月

下

旬
に
第
一
回
の
な
い
、
九
月
~

迄
百
ヶ
月
間
匠
至
っ
て
毎
月
窒
素
成
分
[

で
一
回
当
り
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
す
る

と
よ
い
。

つるに茫叩麟は直径砂心
以上のものを選岱ます

◎

新

製

品

つ

ぎ

る

ん

号

の

推

入

っ

て

お

り

ま

す

。

推
進
特
価
一
万
五
百
円
、
最
も
優

i

れ
た
性
能
を
持
つ
餅
つ
苔
機
、
も

・
ち
ろ
ん
号
は
持
運
び
が
楽
で
取
扱

'
は
ご
く
簡
単
で
あ
り
、
他
に
色
々

i

と
お
使
い
に
な
れ
注
す
。
台
所

Vc

是
非
一
台
加
え
て
下
さ
い
。

◎
調
味
料
い
の
一
番
と
、
だ
し
の
素

セ
ッ
ト
特
別
推
進
を
大
洲
市
と
喜

多
郡
の
農
協
が
共
同
で
実
施
す
る

計
画
を
た
て
皆
さ
ん
に
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
特
別
推
進
は
歌
謡
ッ
ョ
ー

な
つ
か
し
の
歌
箔
と
し
て
タ
レ
ン

卜
忙
春
日
八
郎
、
三
橋
美
智
也
、

市
丸
、
市
丸
、
藤
本
二
三
代
、
神
全
・

楽
坂
は
ん
子
、
神
楽
坂
浮
子
、
司

会
宮
尾
た
か
志
が
大
洲
市
市
民
会

餡
で
昼
夜
二
回
上
洞
致
し
ま
す
。

（
二
月
十
日
頃
予
定
）

セ
ッ
ト
内
容
は
、
い
の
一
番
三
〇

o
g入
二
袋
、
だ
し
の
素
一

0
0

g
八

0
9
が
各
一
個
推
進
価
格
が

一
、
七
九

0
円
て
｀
セ
ッ
ト

V
C
-

枚
の
特
別
招
待
券
を
贈
り
ま
す
。

婦
人
部
役
負
さ
ん
を
通
じ
て
お
願

い
致
し
主
ナ
が
、
一
箱
運
動
に
是

非
御
協
力
頂
ぎ
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

・・・ニニニ
-「++ + + 
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日日日日日日日日日

（木）
（
火
）

お
や
ぷ

月谷大宇宇月谷
谷和和野口
方川川尾方方
面北南 面面
部部お： 

二
日

日



上手な乾燥で

ぅ古い米づくり

良質米で品種統一

早生

中生

晩生

モチ

日本睛（山間部

農林22号）

ヤマピコクサナギ

訟山三井 アケボノ

ナンゴクモチ（山間部）

刈
取
り
適
期
は
出
穂
後
百
十
日
前
後

fl

刈
取
適
期
の
も
み
の
色
fl

う
ま
い
愛
媛
米
を

つ
く
ろ
う

販

売

1乾燥過ぎをやめよう。 タカサゴモチ

（モミ水分は中心部のモミではかろう）
2．高温で急な乾燥をやめよう。
...................,...,................. ................................................................、．,.．．．．．．．．.．.．．．．．．．．.．．.．．．．.，．,.．，．,．．．．．,.．．．．．．..．

3. 2. 
(1) J. (3) (2) (1) 2・ (2) (1) 1. 

動転を浮度 3 紙 送行る回燥用 がるれ籾燥は主度そ静の し平 籾ょ［こ送内 た 乾
力を少上が lへ送風なの転機しスでとた量で二た Vこれ置一籾てら乾のく‘風を室所日燥
が上ながよ 5 三風の｀つで数でてクて＾籾を巻十‘入ぞ式坪の下しこ燥入し窓機通内を当機
多げくらくセ十量仕て‘をは籾リ品半量入注石循れれ-型量さし箱れてや，匠つでえりを
くるしな‘ンセは方下決上能のュ質分ょぇナ‘環て十のではい、に方下入吸た乾ら‘置
かこてい 3 チン‘ さめげ率出 lが以りてか三型乾石十七‘°周入 さ口い湿燥ん風<
かと下と l位チ籾 いらるをしコ劣下著下ら十の燥‘石石乎 囲れ いをこっすで通場
るもさき 5 も角 (l) °れと上入ンり-しさそ石大し十‘位型 はる °ぁ注たる下し所
のあいはセち-表 た脱げれぺ走胴くいれを型て二十‘＾ 幾籾 けれ空とさの
でり゜‘ン上を面 回プるをアすわ少°に一の下石二立静 分の てな気昏いよ
経ま送籾チがお、陀 転米たす l °れた決合度もさ位型刑置 高表 通いがは°い
済す風の程るい新 数がめるを なくめつにのいをで＾式 め而 風よ再‘ 乾
的が回量度程て聞 でで陀乾使 ど左らた乾で°ーは - iては をうび籾 い
`‘‘  .............,..,....... ............・...................,...........................................................................................

いの味 八 7. 6. 5. 
と皆もおう商 (3) (2) (1) 

いさ呑なず品 お して品陀を慄定の う点 十 それさ lろて的を仕乾まテ lいで気百 濡に
うんりじらの 料 注質水厳準し籾乾忙検機分火の注い~·等籾燥行上かでン四°十温度送殿は
声かもみ酢知 意が分守水ての輝しし械、注炉他す°日で置絞たがし温バ十主五プ以風のよ
をらよの＾識 王用 し悪をし分下水仕ててを意をの°こか榜場はりり過度）四た度ラ下温上＜
た万くク互 V

メ
てく下てはさ分上下故使し 1車江 のけっ筐籾こ前ぎをリ度‘程スと度げあ

＜倍なミ倍 下なげ下、いはりさ障用て月i齊、 間てて積はとに陀上ン程循度五しは方り
さ酢りア酢 モ7 さり、るさ十 0 7]（時いがす下す （疋ょ下ん直がななげグ度環を度、静 ま
んのまイツ いまとい四 分や°沿るさる 乾くさでち大っらて式に型加程睛置 せ
寄にしの匠 ゜す‘゜％ 測‘ こ前いた 燥冷い表記切てなもで加で湿‘天型ん
せわた万つ か胴そ！ 定乾 ら肛°め むや°面取で水いよは温はし雨ので ゜
てい°倍い ら割れ十器燥 なは 火 らし籾をりす分よい六を三て天日は
戴が農酢て ｀れ以五 で始 いよ 災 がてはむ出°測うが十し十下ので三
い悪家が 特ゃ下％測めよく紅 と下二しし定に‘度‘互さ日外十、........................................................ :................ ••••• " "....'.......、．．．.．•.．．．．．．．.．．.．．．,．．．．．．.．．．．....．．．.．．．．· • 9 9、●"".."""......... 

作 ◎へ 漬材て一ッて
りも加ゆ百酢 成 分 け 料大下そエトい
方よえず倍可 J 液 豆さうキよ注
ろた。 ＇，酢力 ．， 醤 しこす人大 の い引スくし
しりみ をッ ， 油 ょんる参豆 酢 °立分なた
い、か六プ

総酸
エキス
八全糖

アミノ不揮アルカ カ うぶめ四カ じ て最りが
o゜とん倍二 刀 態窒素発酸挑度 ッが一五本ッょ ま高ま＼ヽ
うの 忙。 プ少メ枚プ＾う すのし今
が皮 う万 旧ウズラ酢の素を

びI

4.5 茄 1.5茄環 o.oo~I 0.1恩。．3 五 々 1 五保ゆ ゜五た回
らを す倍 1 0倍忙うすめた液 ーし—― 杯 卜＇ 杯存漬 安倍°そ
し線め Jレ 食け 心酢の

を切 た 5倍酢と 5倍にうす 4.5 I 3.4 I I 0.003 I 0.21 I o.s -' しは香
使りもめた液 て料り
っし の 使理が
ててツ つをク，.
●.....................................●.............................................. ••'"........................... "..................................,.........,... 

卵卵しにはがのゆでるで消をがりを含 生わ熟体 ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 
のがてつ少固はでしとあ化も温力持また卵れ卵の生 ..,,.. ずな三ー すこ に い ぜ
召一｀けしま‘卵ま熱る酵つめがつれぜはるよ柔ま '- 垢り日日材しるんス線人う大て醤
し番スる意るゆとうの°素てれ働ててか割がりか卵

生
れ い‘過ー料ょ°ぶ Jレ切参ち豆お油

上栄プ卵味たでしかたしのいばかいいとり‘もなは ま ..,,..t し二ぎ回全う はメりはにをくと
が養 lはがめたたらめか変る‘左るるい合実、liりもご '- <週る位部が 砂はと三①ふ°酢
り的ンで違でたも消卵し化゜ひいも消うい際化のら

卵
は 存 ］頁間とかをも を焼すセヘつ を

方匠できうあめの化そこを生よ°の化と Vこにがでん け以ス苔力小 ふいるン入く カ
とみする°っ匹がしのれ受含こ＇じ匠酵‘消はよあの な じ る上）レ主メさ きて°チれら メ
いてくだだて卵消やもをけてにま対素胄化そいる通 ぜ

ぇ‘うけか‘の化すの半にいな卵しは液がのよかり悪消 ？ 
°もメぜ紅く せ小 位ると に

る上程半ら前蛋がくが熟くるるはて‘の悪反うら半
い化

味もる慎巻 んさ い。い 入

かが
が軟°けざ切く の つれ

°手度熟朝者白悪左死にいか士母は生中い対忙‘流？ 変か二込む り切 長 て ‘ 
なのに食と質いるんすのら命鶏余命に c，しで思半動 らく lみ とり さ 熱混
。 、

...,,,.............................................................. ........... ........... "".....'"".............疇•.... ...... ..... ..... .、................・ ・・・........... 
000000 0で酔 状間注・ルは道が酒ーア もい事い もわを るい理る＇でたは えーリしる
O ● 0 0 0 0 鬱 あ態皿態でた二が‘路さを％ Jレと酔る見‘さいなす洒と°を人宴よい料宴て合］て人毎
六四三ー00 0ると液で飲は五0改交め二てコこわか舞ーてるいる忙腹そ害が会いな理会もをが‘は晩汁§
000互五三 二゜る中あみピco．正通る合あ lろなとい‘力入で人酔をしすいなのいをのよ飲匹酒健‘
: : : : : :~ o/o 関のる ‘l以 0前法の飲る Jレてい思の二酒ら酔かったてるるどてよあといむ敵ー康晩
態か深ろめ自軽 ： 係アと三ル上五はでがんとが栖人えよ杯鯖油ついててここがであう注含わ人す合体し 9t
らいれい己度し熱 は Jl,い〇ーで％血飲普てい‘のもばう飲は断たるもるれと‘無るでりなけはるとのや
み麻つて批匠た感 おコう分。 ヽ・勺液酒通七う〇適い、なん人は累か酔人を (Iここ狸°あ食どでごとこ｀証<
つ酔がい判は感‘ よ l oた五酒呼中運で時゜鬱量るい顔で忙で賑とわがむもれに るぺ大あ阪い飯拠が
く状注状がしじふ そ Jレ っ四一気の転あ間そ 0は° < Vこもよ巻り息ないやなは酒 けな酒る一うーで同
‘態ゎ態忙ゃ ら 次の た本合ーアとるたし百血 らな弁つなをえいるみり相を れいを°杯か杯あじ
酒 ら ぷぐ ふ の濃 とを一 fルい°つて［液 飲る糊ていすば素゜しこか手す ど°飲 をらとる量
乱ぬる ら通度昏百勺中コう と日 0中ん人のち°る‘振断ねのすそもむひ‘力°い
状 と りとの分 ‘01の酔本爆のでが火が人酔りわな生めれつ人か酒口そけ

乾
燥
機
の

使
い
方
に
つ
い
て

4 ・ 

人
生
漫
歩

河
野

照
義


